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ポイント 
• トランプ大統領は下層中産階級（特に白人）によるエリート階級へ
の反乱の結果として生まれた。（いわゆるポピュリズム） 
 

• そのためトランプ大統領は当面「雇用」を重視し、その結果として
の保護主義的政策が日本と世界に影響を及ぼし始めている。 
 

• 外交面では「アメリカ第一主義」で、外交は内政のため。予想外の
取り引きを行う懸念もぬぐえないが、現実主義に傾きだした。 

 

• アメリカ民主主義は大きな壁にぶつかっており、一種の危険な状
態にある。 
 

• トランプ大統領を生み出した背景は先進国共通の課題。G7などの
場で対応を一緒に探っていくべきだ。                                

       以下、図表は共同通信 









キーワード 

・fly-over 
・ left-behind 
・forgotten  
   people       



 
 

） 

・獲得票数はクリントン６６００万（４８％）、
トランプ６３００万（４６％） 
 

・白人票ではレーガン、ロムニーの２０㌽
さを上回った（２１㌽差） 
 

・クリントンに女性票の大動員なし。’１２
年オバマの１１㌽差から１㌽だけアップ。
白人女性は５３％がトランプ支持 
 

・中南米系票も、トランプ（２９％）は前回
ロムニー（２７％）より上。クリントン（６
５％）はオバマ（７１％）を下回る 
 
・大卒・非大卒の差が広がった 



        共和党内階級闘争 
     （2015・12 ＣＮＮ世論調査） 
 
大卒以上  

クルーズ・ルビオ支持が19％ 

トランプ支持 18％ 

高卒以下 

クルーズ・ルビオ支持が10％ 

トランプ支持  46％ 

 

全体 トランプ支持 36％  

  ２位クルーズを20ポイント以上上回る  





Pew Research Center 





年次報告『合衆国の所得と貧困』 
                       (国勢調査局2015.9） 

<リーマン後> 
株価 6,500以下→1万7~8千 

失業率 10％→5％以下 

 

 実質所得中央値53,657ドル 2007年比▲6.5%      

                                         (2014-2015年は5.2%up) 

 貧困率 14.8% 、2007年比 2.3%up 

                                          (2015年は13.5%に)  

 貧困層    4,670万人 (2015年は4,310万人） 

  

    失業率 高卒6%、高卒未満 9%   修士2.8% 







失業リスクの学歴格差 
季節調整済の1月の失業率 
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労働省労働統計局（BLS）データベース出力データより作成。（共立女子大 細野豊樹氏） 

％ 

トランプの保護主義が白人ブルーカラー層にアピールする
背景 







            中産階級の没落  階層固定化 



 公共宗教調査研究所の世論調査報告 
   “Anxiety, Nostalgia and Mistrust”  

 

・支持政党にかかわらず９割前後が 

  政府は「金持ち、大企業を優遇」と回答 

 

・海外移転/雇用流出→米経済の問題の元凶 
   86% 

 

・政府は少数派や移民の利益重視  

       共和61%、民主32% 

・政府はヒスパニックの利益重視  

  共和73%、民主41% 











上位１０％の所得が占める割合 



ブランコ・ミラノビッチ『大不平等』 


























